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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文ではセルフベアリングモータを使用した低温用遠心ポンプとゼロパワー制御
を応用した磁気軸受の温度補償を提案し，製作された遠心ポンプを用いて液体窒素の移
送に成功している。また，ゼロパワー制御を用いた温度補償において，センサへの外乱
の影響を伝達関数により評価すると同時に，実験により提案手法の有用性を明らかにし
ている。これらの研究成果は，関連する電気電子工学や機械工学などの発展に大きく寄
与しているものと認められる。したがって，本論文は，博士（工学）の学位論文に値す
るものと認められる。なお，本論文に関する学位論文調査会において，調査会委員から
多くの質問がなされたが，いずれも著者による的確な説明がなされ，質問者の理解が得
られた。また，公聴会においても多くの質問がなされたが，いずれも著者による的確な
説明がなされ，質問者の理解が得られた。 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
